
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点 交通弱者を対象とした交通安全教育実施項目の優先度を考慮し、委託経費の一部を減額

29,276 概算事業費（B（A）+C） 108,269 59,612 19,248 43,955

83 83 83 83

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 26年度

H27

概　算
人件費

0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

83

108,186 59,529

Aの
財源

当初予算 目標 成果 達成状況

2,427

項目
H26末

（見込）

2,427 2,427

121,748

2,432 2,379

119,316 65,326 16,738 41,445 26,766

予
算
額

前年度繰越 0 0 0

43,872 29,193

合計（A) 67,705 19,165 43,872 29,193

補正予算 55,461 0 0

66,287 67,705 19,165

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27実施内容

4.緊急雇用創出基金活用事業
直接
委託

・高齢者を対象とした交通安全教育の実施 14,671 37,350 22,671

3.交通安全広報啓発活動の
推進

負担金 ・交通事故ゼロチャレンジ事業への負担金 720 720

（要求）

H26

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

道路交通法、交通安全対策基本法

２　交通安全対策の推進 実施期間 S35 ～

県民との協働による実施： 検討中

〇　交通事故発生件数の総量抑制を目指すとともに、悲惨な交通死亡事故を１件でも減少させ、安全で安心な長野県を目指す。
〇　幼児から高齢者までの交通社会を構成するあらゆる階層において、対象に応じたきめ細やかな交通安全教育を実施していくため、
交通関係団体等と協働した活動を推進し、交通安全意識の高揚を図り、平成29年までに交通事故死傷者数10,000人以下を目指す。

〇　交通事故死傷者数は、平成14年以降減少傾向にあるが、平成25年中は、12,362人であり、依然１万人を超える高止まり状態であ
る。
〇　児童・高齢者・歩行者等（交通弱者）が犠牲となる交通事故の発生が増加している。
〇　高齢者、高齢ドライバーの増加から高齢者事故が全事故に占める割合も年々増加している。

事業番号 16 01 10 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 交通安全教育推進事業 担
当
課

部局 警察本部

課・室 交通企画課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail police-koutsukikaku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
４－２　県民生活の安全確保

（指摘事項等） （対応）

19,165 43,872 29,193

（予算案）
1.地域交通安全活動推進委
員による交通安全活動支援

直接
・季別交通安全運動活動への支援
・交通安全教育知識向上のための講習会の実施

合計

720

27要求 27予算案 成果目標の達成状況

交通事故
死傷者数

11,700人
11,100人
以下

H28
目標

24年度 25年度

〇　高度な事故分析に基づく的確な交通安全教育を、あらゆる階層に推進し、交通事故の総量抑制と交通事故死傷者の減少を図
る。
〇　前年比約５％の減少率を維持。（H27年目標：交通事故死傷者数11,100人以下）

H27

1,368

2.各対象者に応じた交通安
全教育の推進

直接
委託

・高齢者を中心とした運転適性相談の実施
・ﾁｬﾚﾝｼﾞ号や資機材を活用した交通安全教育の実

2,406 4,434 4,434

（当初）

1,368 1,368


